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「神鍋線上限２００円バス」第２期社会実験[image: image2.emf]0 20000 40000 60000 80000 100000 120000 140000
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(中間報告)
～公共交通維持のモデル事業～

地元、運行事業者、市の三者が協力し、公共交通を持続可能なものとする取組みである「神鍋線上限２００円バス」は、第1期社会実験での成果や検証の必要性から、第２期社会実験を平成２５年４月からスタートしている。

今期社会実験の経過報告をすることにより、意識啓発を図り、さらなる利用促進につなげる。
１　第２期社会実験

⑴　評価対象期間

平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日
※　運行期間は平成２６年９月３０日まで
⑵　目標

１２１，０００人／年（第１期と同じ）

　
　⑶　利用促進のための方策

　　ア　地元中学校(日高西中学校)へ出前授業を実施(H25.2.25)
　　イ　区役員、運行事業者、市でチームを組み、神鍋地区７５０戸に戸別訪問依頼を実施
(H25.4.22～30)
　　ウ　神鍋２００円バス・ノーマイカーデー・e通勤プロジェクト合同キャンペーンを日高町祢布交差点、江原駅で実施(H25.5.28)
　　エ　道の駅「神鍋高原」において神鍋BeerNight!を毎週金曜日に実施(H25.7.5～9.13)
⑷　利用実績
　　ア　第２期社会実験の平成２５年１０月末時点での達成率は、８８．７％で、第１期同月時点での達成率と比較すると、１６．６ポイント増えている。
イ　８月は、利用者が１０，３２５人で、単月の目標値１０，２７７人を上回った（達成率１００．５％）。
〈１０月末時点での第１期と第２期の利用者数の比較〉
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　　〈参考〉第１期社会実験結果（平成２５年３月時点）
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２　「神鍋線コミュニケーションアンケート」概要
⑴　実施概要
ア　実施時期

平成２５年７月
イ  対　　象

清滝・西気地区　全世帯(７６０世帯）
ウ  回答件数（回答率）

５０６件（回答率　６６．６％）

⑵　主なアンケート結果（平成２４年５月実施分と比較）

　  ア  「今も利用なし」は、前回（平成２４年５月に実施）のアンケートでは７７％であったが、今回のアンケートでは５７％に減少している。
イ　「何らかのきっかけで利用」は､前回の２３％から４３％に増加し、地域の方の行動に変化があることが分かる。
ウ 「地区ごとに利用目標を設定するなどして取り組む」は､前回３１％から４３％に増加し、地域の方の意識が高まっていることが分かる。
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【設問】社会実験前後で利用に変化がありましたか。

３　今後の取組み
⑴　沿線地区を中心に、「地域が」「地域のために」「地域の取り組みとして」、各区および関係機関毎に目標を定めた「乗車運動」に取り組む。

⑵　神鍋１４地区の総会などに出向き、社会実験の現状を説明し、地区を挙げての取り組みを依頼する。
⑶　運行事業者や市もそれぞれの役割と責任を果たすため、道の駅「神鍋高原」での集客イベント開催や利用特典の充実を図り、年間目標の達成に向けて一丸となって取り組む。

　　　　　　　　　　　　　　　〔問合せ〕豊岡市都市整備部都市整備課TEL0796－23－1712
資料　３　　
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